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綿粉末の銀コロイド処理と抗菌性
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1.はじめに

われわれの身の回りにはたくさんの菌があり，細菌や

かびに囲まれて生活しているといっても過言ではない．

そのため生活環境をクリーンにする目的で抗菌，防かび

および防臭が脚光を浴びている．抗菌剤には大別して第

４級アンモニウム塩などの有機系と銀・銅・亜鉛等の重

金属系とがある．重金属の抗菌性は，金属本来の毒性や

殺菌性によるものではなく，金属イオンが直接に，ある

いは金属の触媒作用でできた活性酸素が菌の細胞膜のた

んぱく質に吸着して細胞の構造破壊をおこしたり，菌の

エネルギー代謝を不能にすると考えられている．なかで

も銀はイオン化傾向も小さく，安定であり，食器等に使

用されている．一方，日常生活において天然繊維素材の

生活用品が多量に使用されて，とくに綿素材は大阪府下

の繊維産業において織物原料として用いられている．し

かし，織物製造時などにおいて大量の綿繊維屑が排出さ

れ問題になっている．綿繊維屑の主成分であるセルロー

スは全有機物の中で，その存在量は最も多く，省資源の

時代において見逃すことのできない大切な化合物である．

われわれは綿繊維屑から作製した綿粉末をより付加価値
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の高い機能化素材とするため，銀を吸着させた抗菌性粉

末を作製する方法について検討した．さらにその粉末の

かび抵抗性，抗菌性について基礎的な評価が得られたの

で報告する．

２．実験方法

（１）綿粉末

綿粉末は，メリヤス生地の縫製時にできる繊維屑を約

0.5ｍｍ程度の綿繊維粉末にし,さらに遊星型ボールミル

で粉砕することにより作製した．綿粉末の特性を表１，

形状を図１に示す．なお,見掛密度はＪＩＳＫ５１０１（顔料

試験法）に規定された静置法による見掛密度測定法に準

じ，また平均粒径は日機装（株）のマイクロトラック粒

度分析計ModelＦＲＡの粒度分布測定から得られた体積平

均径で求めた．色は目視により判断した．分子量は30℃

で９％LiCl/DMAｃ溶液について極限粘度を求めて算出し

た．

表１綿粉末の特性
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